CORONA 




このたびは、コ□ナ 6 ミ由フアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありびとラございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでも見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


用 

前 
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式 FH-HiX346BY* FH-HiX466BY- FH-HiX576BY 


コ □ ナ石油フアンヒーター（強制通気お開放式石油ストーブ) 

取扱説明書 



巧ぶ含な 



A 危険 


A 警告 



© 

換気が要 

1 時間に 1 〜 2 回 

KEROSENE ONLY 


[寝るとき消义] 

[スプレー压厳窺 

ガソリン使用禁止 

使用燃料：な油 


A 注意 

密質した持ち越し巧油 
使用厳禁 


点検•その他 





























































































田特にま意してし化だきたいこと该全のためにおず約りくださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をまをじ正しくお使いいただき、あなたや1也の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理解しでから本夕をお読みください。 

八 . _ - この表示を無視しで、誤った取り極い 

/|\ l ( K をすると、人び死亡、重傷を負う危険 

/ ; \ PX または火がの危険び差し迫っでをじる 

• • ことび想定される巧客を示しでいます。 

絵表示の例 

A zh 記号はま意を促す巧客びあることを告げるちのです。 
/!\図の中に具体のなま意巧客 （ 左図の場含は一般のなま 
^ 意）び描かれでいます。 

〇 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

1 図の中やお傍に具体的な禁止内客 （ 左図の場含はガソ 

リン禁止）が描かれでいます。 

〇 記号は行為を指示するの客を告げるちのです。 
re -- 図の中に具体的な指示巧客 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示）び描かれでいます。 

へ この表示を無視しで、誤った取り扱い 

/|\ Sx /+- をすると、人び死亡、重傷を負う巧能 
/ : \ '^= D 性または乂災の可能性が想定される巧 
^-^ 客を示しでいます。 

八 . ^ この表示を無視しで、誤った取り振い 

/|\ ♦- f - をすると、人び傷害を負ラ可能性や松] 

/ ; \ / エ 的損害の発ちが想定される巧客を示し 
- でいます。 

/ 

s 


A 危険 (danger) 


ガソリン厳禁 

刀ソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使届しないでください。 
义災の原因になります。 


(§) 


么警告 (WARNING) 


スプレー宙厳禁 

スプレー生や力じ ッ トこんろ用ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレー击の圧力び上びり爆発し、 
危険です。 


•特に、ボンベび它ツトされた力じツトコン□などち 
険ですので、温風のあたるところには置かないでく 
ださい。 



温風吹出□をふさびない 

• 衣類、紙などで温風吹お□や空気 
取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や乂災の原因になります。 

♦ス I ブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類•紙などで温 
圃吹化□や空気取入□をふさいだ 
場合や、カーテンなどで背面の温 
風空気取入□びふさびれると、本 
体び過熱しで、操た部などび変お 
したりやけどや故障-破損するな 
ど大変ち険です。 



寝るとさ消义 

寝るときやが化するときは、必す消 
义しでください。又、人目の届かな 
いところでは、使届しないでください。 
不完を燃焼や異萬燃焼-乂災のおそ 
れびあります。 



換気必要 


© 


換気せすに使巧しつづけないでくだ 
さい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、 

一酸化质素などび発をしで中毒じな 
るおそれびあります。 

使用かは必ず]時間に1〜2回 
(1 〜2分）換贡しで、新鮮な空気を補給しでください。 
換気び十分じおこなえない場所(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使庙しないでください。 



ぐ-;;- 




善 



r/f 

€ 

副 

应 


可燃性ガス使用厳禁 

ファンヒーターを使届しでいる部屋 
で、巧燃性ガスび発をするもの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使雨しないでください。 
义災や故障の原因になります。 






















































么注意 (CAUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりのをい揚巧などでは使巧しな 
いでください。 

义災び発生するおそれびあります。 



給油時消义 

給ミ由は、必す消义しでからおこない、 
こぼれたなミ由は、よくふきとつでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 



指や異物を入れない 

温風吹出□やフアンヒーターの内部 
には、紙•巧-プラスチックなどの 
異物を入れないでください。 

発煙-発义のおそれびあります。 

温風空気取入□の中に、指や棒など 
を差しこまないでください。 

けびをするおそれびあります。 


Q 



油漏れ確認 

給';由□はお実にしめ、給ミ由□を下に 
しで、ミ由漏れびないことを確かめで 
ください。 

給ミ由□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、义災のおそれびあります。 



シリコーン配合製品を使用しない 


フアンヒーターをご使庙のお部屋では、 
枝毛巧コート液-化粧品.つや出し 
剤などシリコーン配さの商品を使用 
しないでください。 

燃烧部にシリコーン酸化物び付着し、 
点乂 S スや遠か;肖乂などの原因とな 
ります。 



シリコーン配ちの商品には、 

• へアクア製品 

(ヘアートリートメント、ムース、枝毛巧コート液) 
• 家具や床のつや出し剤 
♦化等ぞラきん 
•ガラスクリーナー 
♦制汗剤などが'あります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコン它ントは使 
巧しないでください。义災の原因になります。 
めれたまでの巧き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 



ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回な上む、す 
掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどで フイ ルタびつま 
ると、異萬燃焼のおそれびあります。 




異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など異 
常を感じたとぎは使巧しないでくだ 

異常燃焼のおそれびあります。1 

回 


• 緊急時は電源プラグを巧いで消义しでください。 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を M 之た0、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを抜くときは、コ 
ードを持って引ぎ抜力、ないでください。 
义災や感電の原因になります。 


11脚 



Q 

n\/VI 

娃. 



居室内給油禁止 

給;'由は、必す义の気のないところでおこなって 
<ださい。 

义災のおそれびあります。 


Q 


可燃物との距離を離す 


燃えやすいちのや障害物 
とは、必す図に示す距離 
をとつで設置しでください。 
特に力ーテンなどびファ 
ンヒーターじふれないよ 
ラにしでください。 

乂災の発ちするおそれび 
あります。 


〇 



• 壁などにおブけすぎますと、本体内部び過熱しでまを 
装置び作動することびあります。 



















































么注意 (CAUTION) 


傾さ•振動ま意 

水平な場所で使届しでください。 
振動の激しいところでは、使吊しな 
いでくださし、。 

異萬燃焼や誤作動の原因になります。 



保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又はな管するときは、必 
すな；由を巧いでください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくだ 
さい。 

义おのおそれびあります。 



正常燃焼の確認 

正常に燃烧しでいることを確か 
めでください。0^15ぺージ） 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使用しないときは、電源プラグを抜いで 
ください。 

乂おや予想しない事故の原因になります。 


运 


♦燃焼に必要な空急の濃度び薄くなる富地(標高 500m 
〜1500 m) では、高地調整び必要です。 

標高1000 m 〜1500 m での高地補正は、お買い求め 
の販売店にご相談ください。11ページ） 


温風 I し直接あたりない 


温風に直接長時間あたら 
ないでください。 

お温やけどや脱水症状に 
なるおそれびあります。 



0 


♦お子様、おを壽り、病気のちなどびお使いになる場 
合は、局囲の人び十か;'主意しでください。 

• 巧類などを乾燥した場合、素材によっては色あせす 
ることびあります。 


高温部接触禁止 

燃烧中や消'义直後は、温風吹化□巧 
おび富温となりますので、字などふ 
れないでください。 

やけどのおそれびあります。 



♦ルさいお子様のいるご家庭では、特にミ主意しでくだ 
さし、。 


打油の保管 

な';由は、乂気、雨が、ごみ、高温および直射曰 
光をさけた場所じな管しでください。 

ガソリンなどと一緒にな管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあ 
ります。 



電源プラグのお手入れをする 


ときどきは電源プラヴを抜き、ほこり及び金属 



物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、 
义災の原因になります。 


次の場所では使用しない 

义災や予想しなレ事故の原因じなります。 


0 


♦水平でない場巧、不安定な場戸斤 
♦風のあたる場巧、部屋の出入□及び屋外 
♦マントルピースなどフアンヒーターび囲われる場所 
♦ほこりや湿気のをい場所 
♦不ま定な物をのせた棚などの下 
♦巧燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 
♦直射曰化の当たる場所、温度の高い場所 
♦温室、飼胃室など人のいない場所 
♦標高び1 500m を超えるよラな富地 
♦巧.美容室、クリーニンヴ店などスプレーや化学薬品 
を使ラ場所 


曰常のお手入れ時の注意 

日常の点検-ま入れは必すおこなつ 
でくださし、。 

点検-ま入れは消义をファンヒータ 
一が十分ちえでから、必す電源プラ 
ヴをコン它ントから巧いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。（屈= 23〜26ぺージ） 



分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 






































A 注意 ( CAUTION ) 

運搬ずるとき A 

ファンヒ-夕-を運搬する場合は、給ミ由タンク 
を巧き、巧受け皿巧のな';由を抜いでください。 

運搬の途中でな巧びこぼれで周囲をミちすおそれ 
びあります。 

廃棄ずるとき A 

ファンヒ-夕-を廃棄処分するときは、必すを合 
ミ由タンク-固定タンク内の灯;由を給;'由ポンプな 
どで抜き取っでください。0：^ 25ページ） 

灯ミ由び入ったまま廃棄すると IJ サイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

変質打油禁止 

変質な;由(持ち越したな;'由)、不純な;由(水-ごみ 
などか'混入したなミ由など)を使巧しないでくださ 
い。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 

前パネルのスリット部か 5 針金や ベ、 
細い金属棒などを入れない 

感電や故障の原因じなります。 

シャッター開閉中に指や棒などを 
はさみこまない Iv 

古如章の原因やけびをするおそれびあります。 

J 

シャッター開閉中に手などふれない^ 

けがをするおそれびあります。 

V 


お願い (NOTICE) 

巧油の廃棄 

なミ由の廃棄処おは、な;由をお買い求めになつた販売店にご相談ください。 


回ほ用ずる場所 


効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

♦外急に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びファンヒーターで暖められ、 
温風としで巧流しますので効果目勺です。 



温風の循環を巧ばないで 

♦温風日夕化□の前面に障害物を置かないでください。 

♦障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本体の 
温度び'上昇しで危険です。 


•温風峽出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 


\ _ / 

参熱に弱いカーペットや巧の上で長時間使田すると、変色したり、そり返ることびあります。 

熱に強いマットなどを敷いてください。 

参移動するときは引きずらないでください。床面、置、カーペットに傷をつけたり、本体底面の塗装びは 
びれでさびの原因になるおそれびあります。 










































0 各部のなまえ 





巧触媒除菌脱臭フィルター 


10-24 


ルームサーモ t ンサー 


温風空気取入 □ 

(巧流フアンガード) 

な 


燃焼空気取入 □ 

(エアーフイルタ) 

奇 



電源コード 






















































































































0 栗作部-表示部） 


ミ主）イラストは説日月のため全部点な-表示した状態にしであります。 



設定温度室内温度 


ScIH-HI: 


温度/時刻 


換気給;’由 


熱難 



CORONA 


分 f 延長 

b レクト 


時 


表示切換 



キーを押すと表 W 
び祝りかわります 


温度表ル 


現在時刻表示 


時計合せ表示 


タイマーちせ 
(時刻席示 


デジタル表示部 


設定温度室の温度 



設定温度室內温度 



設定湿度室內温度 


午前0 


8:3日 

時計さな 


設定温度室内温度 



参運転巧（タイマー運転巧） 

左側：設定温度表示 （12 で〜30で） 
ち側：室内温度表示 （ 日で〜35で） 


•停止か（タイマー它ツト中） 
"時計合せ"消な 
ち図は午後10時35分の例 


"時計含せ"点な 

左図は午前8時30分に它ットの例 
己砂が上放置すると 


に戻ります 


"タイ7-合せ"点灯 
左図は午前6時30分に t ットの例 
5砂が上放置すると 


に戻ります 


表示切換 



再通電表示 


設定温度室内温度 



電源プラヴをコン t ントに差しこんだとき(現在時刻び 
未じット)や停電をの再通電のときの表示 


白動消义表示 


設定温度室内温度 



点滅：消し忘れ消乂装置による白動消乂15分前〜 
タイ7— 運転による1時間自動消乂15分前' 
点な：消し忘れ消乂装置による自動消乂 
タイマー運転による1時間自動消乂 


エラー 表示 


設定温度室内温度 



fg 表示：巧震自動消乂装置の作動 

※再度、点乂操作をしでください。 

その他の f •[ 表示についでは、27ぺージを参照しでください。 










































































こ操作部-表示部のなまえとはた5を) 


詳しい説明のあるページです。 


エコ キー 




回 


エコモードの還択-解除をするときじ巧します。媽が音選択：ピッ、輯除；ピピッ） 
エコモード選択時ランプび点なします。 


タイマー運括キー 


[1 9 • 20 I 


タイマー運転のじツトをするときに押しま 
す。また、タイマー運おか、タイマー運転 
を解除するときにがします。 

(操作音：ピツ） 

タイ7— t ツト状態とタイ7—運函時にラ 
ンプび点なします。タイマー運転時に、自 
動消义15お前よりランプび点滅します。 


7イナスイオンキー 


阿 


マイナスイオン運転の亡ット'解除をする 
ときに押します。 

(操イ乍音它ット：ピッ、醉除：ピピッ） 




除窗-脱臭ランプ 

. .. 

■ ■ 

■ ■ 

■ ■ 

■ ■ 

除菌-脱臭運転時ランプが'点なします。 

V J 

■ ■ 

■ 国 

■ ■ 

■ ■ 

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

秒速点义キー 应] 

Hi 

秋速点乂のじツト-解除をするときに巧します。 
(操作冒じツト：ピツ、解除：ピピツ） 

秋速点乂它ツト時ランプび点なします。 


=::♦■■1 
:::: 

チャイルド□ックキー ^ 

チャイルド□ック表示 ^ 

■ ■ ■ 

チャイルド□ックの它ット-醉除をするときに 

3回押します。（操1乍音：ピッ） 

チャイルド□ックび亡ット状態のときに "■© 

び表示されます。 

、ソ 

= ■ = 


,icz>N 

入/切 



う 

A 

'タイマ— 

f eco 

'秒速点义 

瓜 

一'^, 

(3 回巧し)/; 

广除菌•鐵 

-: 

チでイルド□ック4 



設定温度室内温度 


温度/時刻 


午前 

午後 


孤88 4。儒 


換気 I 給油 




時 


表示切換 


CORONA 


高地切替スイッチ 
育地切替表示 


四 


標富び 500 m な上の高地で使田する場合 
に亡ットします。高地コースに亡ットさ 
れでいるときに 心 び表示されます。 


換気表示 

運転び1時間燃焼するごとに1分間点滅しで、換気時期を 
お知らせします。 


換気表示にたよらす1時間に1 
しでください。 


•2 回必す換気 


給油表示 




回 


ミ由のれじより、自動消义する20〜40巧位前と自動消‘义したと 
きに点滅します。 

ミ由切]れによる自動消义時は運転ランプび早い点滅となります。 


時刻させキー 


画 


現在時刻とタイ7—時刻を合わせると 
きに巧します。 

時：時合わせ（操作音：ピピツ） 

お：お合わせ婚作音：ピッ） 


温度キー 広] 

設定温度を変えるとさに巧します。 

一：温度を下げる（操作音：ピピツ） 
+ :温度を上げる（操作音：ピツ） 































































参キー操作は、 1 回(ピッ）と2回(ピピッ)の操作音で操作内容をお知らせします。 



予熱中 
燃焼 cp 

なんらかの原因で自動消'义 


^言^ンプ）緑画 

点义-消义するときに押します。 

点义時（操た音：ピッ） 

消'义時（操た音：ピピッ） 



?/1 




( ま术化ぉ^回 


1回巧すごとにデジタル表示びのりかわります。 
(操た音：ピッ） 



イオンランプ青國 

7イナスイオン運転時点な 


延長時間它レクトキー 画 

運おを延長^ 
巧します。目 
(操作音：ピ 
1回巧し 
2回巧し 
3回巧し 

r るとき、運転残り時間を它レクトするときに 

3動消乂15分前よりランプび点滅します。 

ッ） 

3時間 

2時間 

1時間 

ノ 


/ 




、 

ウルトラサイン 

緑 （通常運輯時） 115. 16.20.21 1 

ウルトラサイン 

青 （エコキーを巧したとさ）0互 


運転状態 

点な状態 

アラーム音 



通萬運転時 

点 な 




タイ7—運転時 

点 灯 




白動消乂15分前 

遅い点滅 

(ピー’ピー’ピー） 



自動;肖乂10分前 

遅い点滅 

(ピー‘ピー’ピー） 



白動;肖乂 3分前 

早い点滅 

(ピー’ピー’ピー） 



自動ミ肖乂 

消 灯 

(ピー‘ピー‘ピー） 






ウルトラサイン 

巧 

画 






運転状態 

点な状態 

アラー ム音 



ミ由切れで自動消'义 
する20〜40か位前 

遅い点滅 

(ピピピッ ’’’） 


V 

ミ由のれで自動消义 

早い点滅 

(ピピピッ ’’’） 



滅な滅 

点 

、 

点点 S 


























































































凸使用前の準備 


使用前の準備 


包装箱からファンヒーターを出す 

•包装箱からファンヒーターを取り出しでください。 

•給ミ由タンクを取り化し、タンク支えをはすしでください。 

〈シャッター緩衝材の取り除きかた〉 

電源プラヴをコン它ントに差しこみ、延長時間じレクト 
キー fel を3秒 U (上がし、シャッターを開けで、シャッ 
ター緩衝巧を取0除いでください。 

参包装箱、緩衝巧はファンヒーターの保管に必要です。 
また、取扱説明書ち忘れすにな管しでください。 


上緩衝が(左) 





>シャッターを開けすに巧理にシャッター緩衝なを取り 
除かないでください。シャッター緩衝巧び切れで、器 
具本体内に残ったり、シャツターび変おするおそれび 
あります。 


♦巧のことは、工場での燃焼テストによるちので、異常ではありません。 



上緩衝な(ち） 

タンク巧之 


タンクまえ 


シャッター 

緩衝が 

•包装箱 


• 固定タンク(こ少量の灯油が残っている。 

•オイルフィルタび妃れでいる。 

•温風吹出□から見える燃焼筒（炎を囲んでいる筒）が変色しでいる。 

V _ J 


点乂前の準備と確認 


化平な場所に設置 

水平で安定のよい床の上に設置しでください。 


•水平に設置されでいれば、巧震自動消义装置は自動的に亡ットされます。 
♦傾斜した場所や、振動の激しい場巧で使巧すると、燃焼不良の原因にな 
ります。また、巧震自動消'义装置び正しく作動しません。 



巧漏れの巧認 

置台-給ミ由タンクに、ミ由漏れ-ミ由たまりや';由のにじみびないか確認しでくださ 
し、。 


♦ミ由漏れのときは、使届を中止し、給ミ由タンクを取り出しでからお買いホ 
めの販売店にご相談ください。 



電源の接続 

電源プラヴをコン它ントに巧の根元まで確実に差しこんでください。 


電源プラヴ•コードの発熱•発乂を防ぐために… 

♦電源は、必す適正配線された単相 100V のコン t ントを使巧しでください。 
•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧-化の電急器具との 
タコ足配線をしないでください。 

•電源プラヴの巧き差しは、必すプラヴを持っておこなっでください。 
•ほこりなどの付着びないか、ときどき点検-掃除をしでください。 





































































同晒されでいる「光輔媒除菌脱臭フィルター」を取り出し、下記要領で取り巧けでください。 


光触媒除菌脱臭フィルターユニットの取り付け 


のフィルターユニットの「うえ」と書かれた部分び上側じあるこ 
とを確認しでください。 

⑤巧流フアンガードだ上部のち巧 （ 2力所）にフィルターユニッ 
卜左上側の m を差しこんでください。（ち図〇) 

③ フィルターユニットち上側の m ( 1力所）をが流フアンガード 
ち上部のち巧に"パチン"と音びするまで差しこんでください。 
(ち図©) 

④ 巧流フアン刀ードに取りはけられたフィルターユニットを軽 
く上下に揺すつで、はすれないことを確認しでください。 


(お手入れち法 


24 - 26ぺージ） 


対流フアンガード 



化軸煩隨菌脱臭フィルターユニット 


光触媒除菌脱臭フィルターユニットの取りはずし 


①フィルターユニットち上側にある m の側面をフィルターユニ 
ットに表示しである「<台 J のち向に巧しなびら手前に司いで 
巧流フアンガードからフィルターユニットち上側の m を抜い 
でください。（ち図〇) 

⑤フィルターユニットをち斜め手前に引き、左側の m (2 力巧) 
をはすしでください。（ち図©) 



光触媒除菌脱臭フィルターユニットのお手入れ 


① フィルターユニットをが流ファンガードから取りはすしでください。 

② フィルターユニットに巧いたホコリなどは掃除機で吸い取つでください。 

(その際には、巧流ファンガードに付着したホコリち掃除しでください。） 

③ フィルター ユニッ トを直射日光の下で約6時間を目をに天曰干しにしでください。 

④ フィ ルターユニッ トをファン ヒーターじ 取り巧けでください。 

♦フィルター ユニッ トは6力月を目まじ天曰干しをしでください。除菌および脱臭性能び回復します。 
♦ホコリなどは定期的に掃除しでください。ホコリのは着は除菌および脱臭性能のほ下の原因となります。 


参 I A 注意1掃除機を強く巧しあでるとフイルターユニットを破損するおそれびあります。 



光触媒除菌脱臭フィルターユニットの交換時期 


♦長期間のご使用でタバコのやじなどの付着や';ちれびひどく、天曰干しをしでちちれび落ちない場合は除菌 
及び脱臭性能びほ下しますので、4〜己年程度を目安に交換をおすすめします。 

V_/ 



















































脈 111 — 

標高び 500 m を超える場所では、酸素不足により黄乂燃焼(ホ乂）になる場合びありますので高地 
巧正をしでください。 

♦ I A を意 I 標高1,500 m を超える高地では使用しないでください。一酸化炭素中青の原因にな 
ります。 


標高己00〜1 ,000 m 


〈標高び 500 m む上の主な都巿> 

長野県 一が 本市、岡谷巿、飯田市、誦訪市、ル諸巿、伊那市、 
佐夕巿、大の巿、を野巿、塩尻市、駒ヶ根市 
山梨県一富±吉田市 
岐阜県一昌山市 
循木県 一 曰光巿など 



〈操作部断面〉 




参タイマー運転キーの下にある高地の曾スイツチをつまよラじなどの細い棒状のちので1回巧します。 
表示部に「5日日と表示されると設定完3です。（「弓日日 J の表示は、3秒間で消えます。） 



〈操作部断面> 


* 



— 


\1 

厂 

1 

1 

J 

高巧の曾スイッチ 


高地の督スイッチ 冨地の督表示 



始 to IJIJ 


温度/時刻 


CORONA 


延を こ里 

它レクト 适巧 

、 入/切 

表示巧頃 ') 


>タイ7—運転キーの下にある高地切誓スイッチをつまよラじなどの細い棒がのちので2回巧します。 
表示部に「の日日」乂^と表示されると設定完3です。（「の日日」の表示は、3秒間で消えます。） 


もとに戻ず場合盾地補正の解除または己 OOm む下での使用） 


•高地切替スイッチを2回、または1回巧しでください。 

•表示部に 「0 J と表示され、>««^表示び消えると、冒地巧正の輯除は完3です。 
(「0」の表示は、3秒間で消えます。） 


口 
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p 丽匿 

燃料は I 必ずな巧 (J 旧 1 导なな)を使用しでください。 

♦ I 么を険 I ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使巧しないでください。乂災の原因になります。 

♦ IZL ま意 I 変質巧';由、不純のミ由は絶対に使巧しないでください。 

•添如剤や助燃剤などは使用しないでください。 

•灯油は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


I 打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の易のない所でおこなつでください。） 



な';由はめれたまま ガソリンはすぐ乾く 


打油の保管のしかた 


•な'油は必す乂気、雨水、 
ごみ、高温および直射 
曰光をさけた場所に保 
管してください。 

•直射日光び灯巧を変質 
させるため、着色した 
の';由用のポリタンクを 
お使いください。 


良い保管 




変質灯油•不純灯油とは • 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
巧ミ由 


0 



容器のふたが 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 


たのミ宙 


水-ごみやな 
油ががの油が 
ほんのわすか 
でち混入した 




長期間曰巧に 
あたる巧や温 
度の高い所に 
保管したのミち 

0 

>極度に変質したちのは、黄色0未びかったり、すっぱい臭いびし 
ます。 

が了ミ由はシーズン中に使いきりましょラ。 



変質な油の見分けかた 


コップに水を入れ、その上にな;由を入れで、 
背をに白い紙をあでます。 



参ただし無色透明でもすっぱい臭いびすれば 
変質灯巧です。 


■変質灯油や不純打油を使用すると、機器の故障の原因になります。 

参気化筒にタールびたまり、白煙び化で点义しにくくなったり、強い臭いびしで、消义しにくくなります。 

参異常燃烧や違中消义など故障の原因になります。 

\ _ ) 



■変質な油や不純'打油を使用したときは… 


♦給';由-固定タンク巧のロミ由を巧き、きれいなロミ由で2〜3回洗っでから使巧しでください。 

(悪い';由び残っていると再発します。） 

参悪いミ由を巧きとってち効果のないときは、お買い求めの販売店又は、おちくのコ□ナお客様ごホ目談窓 □ 

にご連絡ください。 

V _ J 



•変質な';由、不純なミ由び'原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の巧まがとなります。 
•変質な;'由の処理でお困りの場含は、な';由をお買いホめの販売店にご相談ください。 
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参なミ由びミ由量計のところまで入つでくる 
と、黒色(こ変わつできます。 

参給ミ由□に力を加えで変おさせますと、 
ミ由漏れの原因になりますので、変おさ 
せないでください。 

参給ミ由ポンプのホースびなけないよラ 
ミち意しでください。 


2.給油する 



•巿販の給ミ由ポンプなどを使届しで、ミ由量計を見なびら給ミ由しで 
ください。 

•ミ由量計の半分くらいまで色び変わったら、給ミ由をやめでください。 


適量位置 


3.給巧□をしめる 


強く巧す 

□ックの巧認 

持ち上げる 

漏 


給ミ由□をしめたあと、 

先端を指で持ち上げ、 

開かないことを確かめでください。 




織 


参 |么注意 I 給;'由□は、確実に「パチン」と音びするま 
で図の位置を強く巧しでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことをおかめでから、フアン 
ヒーターに正しく静かに入れでください。固定タンクや給ミ由夕 
ンクに強い衝撃をあたえると、ミ由漏れや故障の原因になります。 
参給な□のな部などに、ごみなどびはさまっている場合は取り除 
いでくださし、。 

♦給ミ由タンクの持ち運びにはキヤI」ンヴ 
とってを利届しでください。 

♦キヤI」ンブとってに巧理な力を加えな 
いでください。をおや故障の原因にな 
ります。 



参こぼれたロミ由はよくふき取つでください。 

参給;由タンクび正しくじットされでいないと、不着义や途中消'义 
の原因になります。 


♦ A ま意 I 給ミ由は必す消乂しでからおこない、フアンヒーターのおくでは絶対に給ミ由しな 
いでください。 

参;ちえたところで給ミ由し、給ミ由量び少ない（半分に(下）場合は、給ミ由□を開いたまま、しばらく室温になじま 
せでから它ツトしでください。 


■給油の手順とミち意 

参 I 么を氧 給';由は必す消乂してから乂の気のないところでおこなってください。 

1•給油タンクを取り出し、給油□を開く 

♦オープンつまみを強く引いで、給;由□を開いでください。 


参燃烧中は絶巧に給巧タンクを取り化さないでください。 

参給ミ由タンクは、ぶつけたり落としたりしないよラ、でいねい 
に取り扱つでください。 
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給油のめやす 


♦固定タンク内の灯油びかなくなると 

• 給ミ由表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……遅い点滅 
•アラーム音ピピピツ 

でお知らせしますので早めに給ミ由しでくださし、。 


お';由タンク 


給'ぶ夕ち 



給ミ由表示 

〈点滅〉 



し獻イン く祝 


固定タンク 


み,)》 


アラーム 

〈ピピピッ〉 


約20〜40分 


運転ランプ 



参給ミをしないで使用し続けると、ミあのれとなり、自動消火します。 


•運転ランプ . 卓い点滅 

• 給';由表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（巧）……早い点滅 
•アラーム音ピピピツ 

でお知らせします。 


巧切れ消义 



参ロミ由びなくなつでミ'肖乂した場合は、 
必す給ミ由しでから点义操作をおこな 
つでください。 

給ミ由をしなレと再運転できません。 
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且使用方法 


運乾キーを巧す 


運拓ランプ 
<夕熱中:点滅〉 


運括ランプ 
<運お中:点灯〉 



温度/時刻 


1+ 



ウルトラサイン <(緑)点の 



♦運転ランプび点滅します。 

♦ウルトラサインび点なします。 

参デジタル表示部に「設定温度 J と「室内温度」び表示されます。 

•予熱完3前にシャッターび開きます。 

参予熱び完3すると自動点义し、運乾ランプび点灯に変わり運處を開始します。 
♦運転かは、マイナスイオン発生装置がィ乍動します。 


参着乂時、放電音と同時に着义音を発しますび、異萬ではありません。 

♦点义操作から放電（着乂）まで、室温により多少変化しますび、約2分30秘の予熱時間びかかります。 

(ほ温時（己‘ C な下）は、予熱時間が'通常より約1分程度長くなります。） 

♦点乂時や消义時には、白煙や臭いび化ますび異常ではありません。 

(暮いときの点义時には、燃焼ガス中の水讓気び白く見えるため、通常より多めの白煙び出ます。） 

参運転中は、マイナスイオン発ち装置の放電音（ジイーといラ音）びしますび、異常ではありません。 


•開閱中のシャツターにまなどふれないでください。けびの原因になります。 


♦着义しましたら、燃焼お認窓から燃焼状態をお認しでください。 


♦出荷時に燃焼状態を調節しであります。 

巧 一、 燃焼が態び不適正の場合は、お買い求めの販売店にご相談ください。 



〇正常燃焼 

青い炎のかに少し黄色い炎び這じ 
つでし、る。 

パーナび ホ熱することびあります、 
び 異常ではありません。 / 

一 . . 

1111111111 、 

1111111111 、 

fZ ^ 


X U フト燃焼 

おび飛んだり淳いたりし、吕や臭 
いが出で、立ミ肖えすることがある。 




X 黄义燃焼 

黄色い炎が連続しで全周に出でい 
な。 



■初めてのご使用-シーズン初めの初使用時には . 

参給ミ由タンクを它ットしでから、4〜己分位待って点义操たをしでください。 

参防鐘ミ由や塗料などび烧けるため、煙や臭いびおます。しばらくの間、換気をしなびらご使巧ください。 
参送ミ由経路の空気だまりなどにより、1回で着乂しないことびあります。点乂操がを2〜3回くりかえしで 
ください。 

参着义時、送ミ由経路への空気の混入により、煙や臭いび発ちし、一時的におび大きくなることびありますの 
で、温風吹化□に顔を巧づけたり物を置いたりしないでください。 

参予熱時間び通萬より少し長くなることびあります。 

V_ J 
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運拓 キーを 巧す 


打にマ-(^。 



温度/時刻 




(3 回押し)^ 



f 延長 

G レクト 

ま示切る 


CORONA 


>消火し、運転ランプおよびウルトラサインが消灯します。 



ウルトラサインく消の 


〈消义時のシャッターの動さ〉 

♦臭いをかなくするために一度シャッターび閉まり、そのを本体の部を;ちま P するためシャッターび開いで、ち却 
び終3すると再び閉まります。 

♦自動的に消'火する「エコモード.消し忘れ消义.タイマー運輯」のときち同じです。 

♦異常ミ肖乂したときは、閉まりません。 

♦給;由時消义、エラー表示での消义、ほ温時での消乂をしたときは、閉まりません。 

♦消乂操作後、約3砂後に燃焼を停止します。 

♦消义を、本体内部か冷却するまで送風ファンび回ります。送風び止まるまで電源プラヴを巧かないでください。 
♦消义操たをは、シャッターが開いでいるときにお確認窓から义び消えでいることを確かめでください。 

参停電復帰後、本体の部び;ち却するまで送風ファンび回ります。送風が止まるまで、電源プラヴを抜かないで 
ください。 

♦ミ肖乂時、電磁ポンプの制御音（ヒューンといラよラな音）びします。 


参緊急時]^夕りこ、ファンヒーターに強い衝撃をちえたり、電源ブラヴを巧いでの消义はしないで 
ください。 

参消乂直後に再点义すると、着乂音びぎか大きくなります。 

♦むやみに点义、消义をくりかえすと、臭いの原因になります。 

♦開閉中のシヤツターにまなどふれないでください。けびの原因になります。 


■消し忘れ消乂装置 

巧一の消し忘れを防止するため、点乂操作後3時間で自動消乂し、アラームと。，ご,ご表示 
の点なでお知らせします。 





■運乾を延長するとを（延長時間セレクト） 
延長時間它レクトキーを巧す 


延長時間它レクトランプ 
<白動お义15分前:点滅> 



六^^-^^。 

(3 邮し)妾 


/•心 



% /afe 


CORONA 


•自動消乂1日分前より、延長時間じレクトランプが’点滅します。 

•連続で運輯したいときは、自動消火する前に延長時間 t レクトキーを巧しでください。 

巧したときから、さらに設定した時間だけ運転を継続します。 

•延長時間じレクトキーを1回押すごと(こ、運転残り時間が次のよラに選べます。 



3時間 


設定盈度室の這度 



が 



2時間 


1時間 


沒:を涅度室巧荒度 




監定洁度室の画度 


が 



IH 


延長時間 t レクトキーを}甲しでいる間、デジタ 
ル表示部には延長時間が表示されますが、手を 
放すと自動のに温度表示(このりかわります。 


♦ 


■ 


么警告 I 長時間連続しで運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください S 


V 


ノ 














































































温度 キーを 巧す 


\ レバ - (eco fe * I ^ピ••只 

お度/時刻/ 




チ P イルド0リク CORONA 


♦温度キーを押しで希望の温度に合わせでください。 \ 

押すごとに1でずつ変わり、押し続けると連続しで変わります。 \ 

♦デジタル表示部の設定温度を見ながら亡ットしでください。 （12 で〜30でまでじットできます。） 

♦一度它ットすると電源プラヴを抜いたり、停電などびないかぎり設定温度は記憶されます。 

♦初期設定温度は22でです。 

参ルームサーモ它ンサーにより、設定温度に脑じで自動的に义力調節をおこないます。 

参ルームサーモ忆ンサーはファンヒーター固巧の温度を感知しでいますので、お部屋の温度計とは数値び 
一致しないことびあります。 

♦ファンヒーターに直射日光やすきま風びあたつでいたり、他の光熱器具の影響を受けでいる場合には、 
ルームサー モ 它ンサ ーび 正おにた動しません。 

♦設定温度を下げますと、マイナスイオン発ち装置の放電音（ジイーといラ音）びしますび、異萬ではあ 
りません。 

\_ J 


最大乂力をおさえ、它ーフ'運転をする機能です。 

■セツトのしかた 
エコキーを 巧す 


ウルトラサイン <房)点な〉 



参点义操たを、エコキーを巧しでください。エコランプび点口し、ウルトラサインび青色に変わります。 


エコモー ドの最大义力での適室 


FH - HiX 346 BY 

FH - HiX 466 BY 

FH - HiX 576 BY 


木造6置 
木造7置 
木造9置 


コンクリート8置 
コンクリート10置 
コンクリート12置 


■解除のしかた 

エコキーを巧す 

参エコランプび消口します。 


■エコモードとは 


最大义力を40%おさえで運転します。最大义力を下げで使巧したい場合（ルさなお部屋、客先•秋□など） 
は、エコモードをお選びください。エコキーを押すと設定温度び20でに設定されます。設定温度び20でよ 
りちほい場合はそのままの設定温度で表示されます。エコモードでは、室温び設定温度より約3で上昇する 
と自動的に消义（亡ーブ消义）し、設定温度まで下びると自動的に再点义しで、室温を調節します。亡ーブ 
消义中は、エコランプとウルトラサイン（青）のみ点口しでいます。 


■セーブ消乂時のランプのつをかた 


点な 




ウルトラサイン（青） 
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チャイルド□ック 


お子様のいたすら操作を防止します。 

お子様などによるいたずら操作の防止や、誤って運転キーを押しでち点乂しないよラにしたいときに使田します。 


■セツトのしかた 

チャイルド□ックキーを3回巧す 


チャイルド□ック表示 



温度/時刻 


だ^^ 巧 .グ IS 長 

/運転 


入/切 

, ミ示のを Jl 




<3秒な巧〉 


•チャイルド□ックキーを3秋しツ内に3回巧しでください。運転かまたは停止中でもチャイルド□ックできます。 
•表示部に「―《」と表示されると它ット完3です。 


■解除のしかた 

チャイルド□ックキーを3秒な巧に3回巧す 


♦運転中にチャイルド□ックをじットすると、亡ット中は運転停止（消义）操たがは受け付けません 。X 
♦停止中にチャイルド□ックをじットすると、亡ット中はすべでの操作を受け付けません。※ 

X :但し、秒速点义の解除とチャイルド□ックの閣除およびマイナスイオン単独運転の醉除操1 乍は、受け 
巧けます。 

♦ 3 時間自動消义時およびタイマー運転による自動消义時にチャイルド□ックを解除する場ち、運転キー 
を1回押しで I 1 表示を聞除しでからおこなつでください。 

^OFF I 表示を解除しないと、チャイルド□ックの解除はできません。 
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現在時刻の合わせかた 


1•時計させ表示にする 



参表示切換キーを巧しで、デジタル表示部を 
時計合せ表示にしでください。 


♦未它ットの場合、初期表示は午を12:00 
となります。 


2.時刻をさわせる 

[例]午前 8 時 30 分に時刻をじッ 


ぉ品^^マ- fe 直。 臟义 I 午前8.〕日 

• (3^b)) 阅 ^P'', 



•時刻合せキー（時）‘（分）を押しで、デジ 
タル表示部の時刻を台わせでください。 
♦キーを押しつブけると、表示は連続しで変 
わります。 


♦時刻を合わせるときは、午前、午後をま 
ちびえないよラミ主意しでください。 

♦已秒間操1 乍びないとき、デジタル表示は 
自動的じもとの表示にもどります。 


タイマー運転 


参々イつ-は卢乂丐用でず 

じツトした時刻になると運輯を開始し、設定温度になるよラ乂力調節をします。 

•点义後 1 時間運賠すると、自動的に消义します。 

まをじご使田いただくため、点乂を1時間で自動消义し、アラームと Gf , ご表示の点口でお知らせします。 
(タイ7— ランプは点灯） 

■タイマー運乾のしかた 
1•タイマーさせ表示にする 



参表示切換キーを押しで、デジタル表示部をタイマー合せ表示にしでください。 

参現在時刻の合わせかたと同様にしで希望のタイマー時刻に合わせでください。 

♦タイマー時刻は、]度 t ットすると電源プラグを巧いたり、停電などびないかぎり記憶されます。 
♦モじットの場合、枕期表示は午前6:00となります。 

♦ 5 秒間操作びないとき、デジタル表示は自動的にちとの表示にちどります。 


2•タイマー運括キーを巧す 



参運転か、または運転キーを巧したを、タイマー運輯キーを押しでください。 

•タイマーランプび点なし、デジタル表示部は時刻表示にのりかわります。 

♦タイマー運転を解除したいときは、運転キーを押しでください。タイマーランプび消口します。 

参合わせた時刻になると、自動のに運転を開始します。 

\_/ 
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■タイマー運おについて 
点义後1時間で自動消义します 


タイ 7— 運起中 


自動点义 

©欄ンブ 


獲)職ブ 

\ 目 ◎ oy ] / jJ ) 

ウルトラサイン 

〈消灯〉 

(f タィ 7-)) タイ 7 —ランプ 

〈点灯〉 

咬 U 日◎脚 7 

ウルトラサイン 

〈点に〉 

(f タィ 7-4 タイ 7 —ランプ 

〈点灯〉 



雜自動消义の1日分前より 「… I 表示し、タイマーランプの点滅とウルトラサ 
インの点滅およびアラームで消义ホ舍されます。8ページ） 


白動ミ肖义 

運転ランプ 



© 

\ off \ 


(«•») 


ウルトラサイン 

〈消'な〉 

タイマーランプ 

〈点な〉 

デジタル表示 

〈点灯〉 

アラーム 

〈ピー'ピー'ピー〉 


続けで運捉したいとぎは . 

1 •タイマー運拓キーを巧し、タイマー運捉を解除します。 



2 •延長時間它レクトキーを巧します。 （ t ^ 16 ぺージ) 



参 I 么警告！長時間連続しで運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 


m •タイマー運転は、特に周囲に可燃物が'ないことを確認しでください。 

♦タイマー它ット時刻をお認するときは、表示切換キーを巧しで、デジタル表示部をタイマー時刻 
表示にしてくださし、。 

参モじットの場合や電源プラヴをコン它ントから巧いたとき、停電を再通電したときは、タイマー 
運輯はしません。 

再度、現を時刻合わせ-タイマー時刻合わせをおこなってください。 
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ウルトラサインの消な 


ウルトラサインを消灯させたいときに使用します。 

■消なのしかた 

延長時間它レクトキーとエコキーを同時に巧す 



温度/時刻 


4 


ウルトラサイン <(緑)点滅〉 



'3 が I 

哀示现 



参停止かに延長時間亡レクトキーとエコキーを同時に 5 f み間巧しでください。 

参2回（ピピッ）の操た音とウルトラサイン（緑）び2回点滅しで、ウルトラサインの消なモードび t ット 
されます。 

■解除のしかた 

延長時間它レクトキーとエコキーを同時に巧す 



参ウルトラサインの消灯モードを解除し、点灯モードじするときは、停止中にちラー度延長時間忆レクトキー 
とエコキーを同時に已砂間巧しでください。 

参1回（ピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び1回点滅しで、ウルトラサインの消ロモードび解除され 
点なモードに切りかわります。 


♦ウルトラサインの'消なモードでは、自動消乂とおミ由予告をアラーム音でお知らせします。 

♦消乂をの本体ちま P 中、它ーブ消乂中、タイマー運転中、秒を点乂の它ットか、チャイルド□ックの它ット 
中は、ウルトラサインの消灯モードの亡ット-お除はできません。 

♦電源プラヴをコン它ントから巧いたとき、停電を再通電したときは、ウルトラサインの'消なモードは解除 
されます。 
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マイナスイオン単独運輯 


マイナスイオンを単独で運転/停止させたいときに使巧します。 


■運転のしかた 

7イナスイオンキーを巧す 



♦厚止中にマイナスイオンキーを巧しでください。 

参1回（ピッ）の操作音とウルトラサイン「青)と除菌•脱臭ランプび点口し、マイナスイオンび単独 
運転します。 

•マイナスイオン単独運転は12時間たつと自動のに停止します。 


■停止のしかた 

マイナスイオンキーを巧す 



♦ 2 回（ピピッ）の操作音とウルトラサインけ ◎ mK 青)び消灯し、マイナスイオン単独運転び停止します。 
♦暖房運転中ち同様の操作により、マイナスイオンの発ちを運輯/停止することびできます。 



♦燃焼前の本体チ熱中、消义直後の本体ち却中、它ーブ消义中、秒を点义でチ熱中、チャイルド□ックの它ット 
中は、マイナスイオンキーは操作できません。 

参マイナスイオンの運転中は、マイナスイオン発ち装置の放電音（ジイーといラ音）びします。 

\- J 
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且日常の点巧•手入れ 

点検•ま入れは、消义をフアンヒーターび十分冷えてから、必ず電源プラグをコン它 
ントからないでおこなつでください。 


燃焼部の分解、電気部品の分解や巿販品との交換は絶巧にしないでください。 

♦フアンヒーターおよびその周のは、いつもきれいに掃除しでおいでくださし、。 

参故障-破損したものは使巧しないでください。 


■周辺の可燃物の点検 

参 ffiH ] フアンヒーターの周迈には燃えやすいちのを置かないでください。 

■油漏れ-油のたまり-油のにじみの点、検 

•ミ由びちれでいたり、ミ由のたまり、にじみびないか点検しでください。 

•ミ由漏れのあるときは、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 


pnHiBigra 

■エアーフィルタの掃除 

♦レ么を意」エアーフイルタび、ごみやほこりで目ブまりすると燃焼不良の原因になります。 


♦エアーフイルタをはすしで、掃除機または、ブラシできれいに掃除しでください。 


♦水洗いをしたときは、よく乾燥させでから取り 
巧けでください。 

•エアーフイルタをはすしたままで使用しないで 
<ださい。 

(はずしたままでご使巧されますと、ごみ•ほこ 
りなどび送風経路に侵入し、異常燃焼の原因に 
なります。） 




■温風吹出口の掃除（シャッター開閉のしかた） 

温風吹出□には着したほこりなどび焼けたり、白く変色することびあります。 

1. 電源プラグをコン它ントに差しこんでください。 

2. 運捉停止時に延長時間 t レクトキーを3秒な上巧します。 

3樓な上巧すごとにシャッターの開閉をくりかえします。 

3. 電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

4. ほこ0を取つで<ださい。 

参本体や温風吹出□の';号れは、本体び;ちえでから、しめらせたやわらかい巧でふき取ってください。 
しつこい;'弓れは中性洗剤を使巧し、十分からぶきしでください。 

♦温風の出□はホー Q - tt 上げですので強い力を加えないでください。変おしたり、ホー□-びはびれた 
りしで掃除の際にけびをするおそれがあります。 

参 シャッター開閉中に指や棒などをはさみこまないでください。故障の原因やけが'をするおそれびありま 
す。 
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週に 1 回於上 


■温風空気取入□の掃除 

■光触媒除菌脱臭フィルターユニットの掃除 

1.光助!媒除窗脱臭フィルターユニットをが流フアン 
ガードから取りはずしでください。 


2.巧流フアンガードを掃な機または、ブラシできれ 
いに掃除しで < ださい。 


3.フィルターユニットにがいたほこりなどを掃除機 
でのい取って < ださい。 



4.光助 I 媒除菌脱臭フィルターユニットをが流ファン 
ガードに取り巧けてください。 

(取り巧け•取りはずし方法屆=^10ぺージ） 



■温風空気取入 □ 

参ルームサーモじンサーをむやみに巧げたり、ひっぱったりしないでください。 

•羽根や内部のごみやほこりなどびをく巧着したときは、お買い求めの販売店または、修 S 資格客のいる店な 
どに点検の頼されることをおすすめします。 

■光触媒除菌脱臭フィルターユニット 

•掃除機を強く巧しあでるとフィルターユニットを破損するおそれが'あります。 

• 6 力月をめやすに天曰干ししでください。除菌および脱臭性能か’回復します。 

参掃除しでも巧れか’落ちない場合は、新しいフィルターユニットに交換することをおすすめします。 

•4 〜5年程度をめやすに交換をおすすめします。 



月に1回於上 


I 巧震自動消义装置の点検 

♦燃焼中に本体をゆすり、巧 震 自動消义装置び作動しで消义するか確認しでください。 
作動するとデジタル表示部にを表示します。 


HiKM >な震自》狱装置は綱に分 IS しないでください。 


点巧•その他 
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シーズンに 1 回!;!上 


■オイルフィルタ-固定タンクの掃除 

♦点义しない 臣国•医互 

参炎びリフトし、臭いびする 

•点义しでも途中消义する-〇 

♦給ミ由表示び'点滅し、運輯しない 


オイルフィルタや固定タンクに水やごみびた 
まると、給;由タンクにな;由び入つでいでも • 


1•オイルフィルタを取り出す 

♦固定タンクからオイルフイルタを取り化しでください。 


参オイルフィルタを取り出すとき、水やごみを固定タンクに落とさ 
ないよラミち意しでください。 



2•きれいなな巧で洗ラ 

参オイルフイルタの中の水やごみを取つでからきれいな灯ミ由で洗つで 
ください。 

♦ごみび取れにくい場合は、歯ブラシなどを使ラと便利です。 


♦フィルタ部を破損させないよラま意しでください。 

参フィルタ部に水び巧着した場合は、十分に乾燥させでください。 



3•ごみや化を巧く 

参固定タンク巧じたまっているごみやかを巿販の給；由ポンプなどで巧 
いでくださし、。 



4•オイルフイルタを它ツトする 

♦オイル フイ ルタをちとどおりに亡 ツ トしでくださし、。 


参こぼれたなミ由はよくふき取つでください。 



•水洗いは絶対にしないでください。水で洗ラとな';由か‘涅過しなくなります。 

♦オイルフィルタ及び固定タンクの掃除をおこなつでち、点义しない-炎がリフトし臭いびする-をか 
で消义する場合は、お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 
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シーズンに 1 回に Lb 


■光触媒除菌脱臭フィルターユニットのお手入れ 

フィルターユニットを直射曰光の下で 約 6時間をめやすに天曰干しにします。 
(フィルターはケースに入ったまま天曰干しにしでください。） 


直射曰がに 
あてるだけ 



D 定期点巧 


長期間ご使用になりますと、器具の点檢び必要です。 

•2 年に1回程度、シーズン終3後などにお買い巧めの販売店又は、修理資格者〔(財）曰本扫ミあ燃焼機器 
保守協を (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修3者（石巧機器技術管理±)など〕のい 
る店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用の石油フアンヒーターの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

参';由ちれびする。 

参強いにおいびする。 

参運範中に異常な音びする。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 
点検-修理じついでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


•タバコのやには着など長期間のご使用で巧れびひどい場ち、除菌及び脱臭性能びほ下します。 


点巧•その他 
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0 故障-異常の見分け方と処置方法 

安全装置が作動して自動消乂し、デジタル表示部に f • /:表示でお知らせします。 

運輯キーを巧し（表示は消えます)、処置をしでください。処置禮ち f •[表示するとさは、お買い求めの販売店(こご 
ホ目談ください。 

(修理を依頼されるときは 、 f •[ 表示値をお知らせください。） 


表示 原因[安全装置] 処置方法 



• 強い地震や振動、衝撃を受けたとさ 
• 本体を傾けたと章 


[巧震自動消乂装置の作動] 


• 水平で安定した場所で使巧しでください。 
•地震によって作動した場含は、周囲の巧 
燃物、本体の損傷、な油のあふれなど貫 
常がないことを確認した穫、点乂操作を 
しでください。 

(作動接は自動的にじットされます。） 



•遠中失乂したと舌 
•異常燃焼をしたと黃 
•不良灯油を使用したと黃 
•送油経路に水または、ごみがたまつでい 
るとさ 

• エアーフィルタの目ブまりによる燃焼巧 
空気不足のとさ 


• 「曰常の点橫-手入れ」 （ C ：^ 23ページ） 
をしでから点乂操作をしでください。 

• 良質の灯ミ由を使巧しでください。 

•送油経路の水旅き、オイルフィルタの掃 
除をしでください。 

• エアーフィルタを掃陈しでから点乂操作 
をしでくださし、。 


[不完を燃焼防止装置の作動] 


「日常の点検•手入れ」 （ t ：^^ 23ページ) 
をしでから点乂操作をしでください。 


•点乂 S スをしたと舌 
•異常燃焼をしたと苦 


EIJ 


(作動時) 



[点乂安を装置の作動] 
[燃焼制御装置の作動] 


•停電したと言 
• 電源プラグが'拖けたとき 


•通電穫、点火操作をしでください。 

• 電源プラヴを確認しでください。 

•過熱防止装置が作動した場含は、器具が 
冷却するまで通電しません。 


(復帰時) 


(作動時) 


[停電安を装置の作動] 


• 温風空気目ヌ入□や温風日欠出□がふさびつ • 
たとき 



(復帰時）（作動時) 


• 温風吹出□の前面に障害松)などがあると 
き 

•燃焼中に停電したとさ 
• 燃焼かに電源プラヴが拖けたとき 


本体び;ちえでから、温風空気目ヌ入□や温 
風吹出□の点検•清掃、周囲の確認をし 
た接、点乂操作をしでください。 


[過熱防止装置の作動] 



•万一の消し忘れを防止するため、点乂操 • 
作接3時間で自動消乂します。 


点乂操作をしでください。 
(缺1日ぺージ） 



[消し忘れ消乂装置の作動] 


• 修理-点検が必要な故障でず。 



•表示内客を控えた後、電源プラヴを扳き、 
お買い求めの販売店にごす目談くださし、。 




• シャ 、ソ ターに異物がはさまったとき • シャ 、ソ ターにはさまっでいる異物を取り 

• シャ、ソターび故障したとき 除いでから、点火操作をしでくださし、。 

•シヤ 、ソ ターび動作しないときは、お買い 
求めの販売店にごす目談ください。 


ノ 
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•具さの悪いときは、巧の表ち参考にしで点検-処置をしでください。 

参処置ちるにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


广 

\ 現象 

原 因 

点 

乂 

し 

な 

い 

白 

煙 

が 

出 

で 

す 

ぐ 

と 

ま 

る 

使 

巧 

巧 

室 

巧 

び 

臭 

ラ 

使 

用 

巧 

消 

义 

す 

る 

ホ 

乂 

で 

燃 

之 

る 

炎 

び 

U 

フ 

卜 

す 

る 

ミ由 
漏 
れ 
び 
す 
る 

'亡. [表示 

>1 

処置方法 

EO 

EE ' 

と- S ' 

巧 

EH 

ER 

广 n 

L U 

電源プラグびコン它ントに差しこまれでい 
ない 

参 












コンじントにお実に差しこむ 

信電中でおる 

♦ 












通電されるまで待つ 

巧震自動消乂装置が作動した 




• 





♦ 




再点乂操作をする 
安定した場所で使巧する 

給ミをタンクに灯ミをびない 

• 












給油する 

給ミ由□がしっかりしまっでいない 







参 






給油□をしっかりしめる 

不良な油を使巧しでいる 

参 

参 

参 

参 


参 


参 





良質の灯油を使巧する 

送油経路に水または、ごみびたまっている 

♦ 

♦ 


♦ 


♦ 


♦ 





送ミを経路の水扳き、オイルフィル 
夕の掃陈をする 

給ミをタンクの装着び悪い 

♦ 



♦ 









固定タンク(こ正しく装着する 

オイルフイルタび取りなけられでない 

参 



参 









固定タンクに正しく装着する 

送油経路接続部がゆるんでいる 



• 

♦ 


• 

参 






販売店に修理を依頼する 

エアーフイルタび目ブまりしでいる 








♦ 





エアーフィルタを掃除する 

過熱防止装置が'作動 
した 

温風吹出□がふさび 
れでし、る 



♦ 

参 






♦ 



障害松)を取り除く 

温風空気取入□びほ 
こりでつまつでいる 



參 

♦ 






♦ 



温風空気取入□を掃陈する 

室温異常上昇防止装置び作動した 




♦ 







♦ 


窓をあけ、部屋の換気をする 

消し忘れ消乂装置げ作動した 




参 









再点乂操作をする 

チャイルド□ックび t ットされでいる 

• 












チャイルド□ックを辭臨する 

シャッ ター に異物びはさまった 












♦ 

異物を取り臨いで再点火する 


なのよラな現るはな障ではありません。 

♦修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


f 現 象 

説 明 ' 

点 

义 

時 

消 

义 

時 

初めで使巧するとき、煙や臭いび出る。 

耐熱壁料やほこりが焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでくださし、。 

巧めで使用するとさや、シーズン巧めの 
ネ刀使用時に]回で着火しない。 

固定タンクに1 灯油がみたされるまで4〜5お位待って点乂操作をしでください。 

送油経路の空気だまりなどにより、1回で着乂しないことがあります。2〜3 
回点乂操作をくりかえしでください。 

点义時や消乂時に白煙や臭いび出る。 

点义時や消义時のさかの白煙や臭いは異常ではありません。 

燃焼開始時や消乂穫に「ピチ-ピチ J 冒 
がする。 

器具あ体び熱じより膨張、収縮するためです。 

燃 

焼 

時 

炎がオレンジ色に輝く。 

下記のよラな場合炎びオレンジ色に輝くことびありますび異常ではありません。 
参ミ毎岸におい巧など空気中に塩分びをい場さ 
♦空気中にほこりや水分びをい場合 
♦超音波如湿器を使用しでいる場合 

使用中(ことさど舌「ポコ-ポコ」音か勺■る。 

給油タンクから固定タンクのちじな;由が流出ずるときの音で異常ではありません。 

使巧かにとさどさ「コト■コト J 音び'ずる。 

電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 

使南中(こと黃ど黃「ジイー」音びする。 

マイナスイオン発を装置が放電しでいる音で異常ではありません。 

そ 

の 

し他 

温風吹出□び汚れる。 

「日常の点検•ま入れ」 （1:^23 ページ）にしたがい掃陈をしでくださし、。 

) 


点巧•その他 
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回部品交換のしかた 

■部品交換のときのま意 

不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買いず 
めの販売店または、修理資格者〔(お）曰本扫ミ由燃焼機器保守協ミでおこなラ技術管理講習ミ修 
了者（石';由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定くださぃ。 


消耗 • 劣化しやずい部品(交換が必要な部品) 


■特に消耗•努化しやすい部品扁温义炎中で使用される部品) 

乂プラバ 

擊炎模知器(フレーム□ッド） 


■長期間の使用により消耗-劣化しやずい部品 

•バ ーナ ヘッド 

_♦バー_ナヘッドリンブ_ 

■変質'打油-不純丹油の使用により劣化しやずい部品 

参オイルフィルタ •炎検知器（フレーム□ッド） 参ポンプフィルタ 

♦気化筒 参電磁ポンプ 


晒贈 

おしまいじなるときは、電源プラグをコン t ントから抜き、巧の要領でお手入れしでから保管しでくださし、。 
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IQ 仕様 


型 

な 

の 


呼 

び 

FH - HiX 346 BY 语本型或 FH-HiX34 日 BY) 

FH - HiX 466 己 Y (昼本型す FH-HiX465BY) 

FH-HiX576 巳 Y (昼本型式 FH-HiX575BY) 

種 






類 

気化式-強制通気お-強制が流お 

点 


义 


ち 


式 

高圧放電点乂 

使 


用 


燃 


料 

巧ミ由 （ JIS 1号なミ由） 

燃 

料 

消 1 



最 

大 

0.334 L/h 

0.449 L/h 

0.553 L/h 


里 

最 

ル 

0.064 L/h 

0.08己 L/h 

0.091 L/h 

暖 

房 

出 


力 

最 

大 

3.44 kW 

4.62 kW 

5.69 kW 


最 

ル 

0.66 kW 

0.88 kW 

0.94 kW 

騒 




音 （ 

正面） 

34 clB (最大燃焼時） 

37 dB (最大燃烧時） 


39 dB (最大燃烧時） 




SOd 臣（最ル燃焼時） 

22 dB (最小燃焼時） 


23 dB (最小燃焼時） 

ミお 

夕 

ン 


ク 

客 

量 

7.2 L 

燃 

焼 

継 


続 

時 

間 

21. 日時間（最大燃焼時） 

16時間（最大燃焼時） 

]3 時間（最大燃烧時） 

標 


準 


適 


室 

木 造1日が（ 9置)まで 

木 造20が(12置)まで 

木 

造 2己が (15 置)まで 




コンク1」ート20が （12 置)まで 

コンクリート 28 rrf (17 置)まで 

コンク1」-卜 33 nrf (20 圏まで 

外 


お 


寸 


法 

高さ 466 mm 幅 442 nim 動巧 34 mm 

言さ 466 mm 幅日日 4 mm 

奥巧 334 mm 




(置台を含む） 

(置台を含む） 

質 量 

12.5 kg 

13.5 kg 

電 

源電圧 

及 

び 

周波 

数 

100 V 己 0/60 HZ 

定 

格 

消 


費 

fm 

巧 

力 

点乂時最大650/650 W 

点乂時最大650/650 W 


点义時最大650/650 W 


臟焼時 23/22 W 

燃焼時 24/24 W 


燃焼時 26/26 W 

電 

流 

ヒ 



- 

ズ 

管おヒューズ 10 A 

安 


を 


装 



巧震白動消乂装置過熱防止装置点乂安全装置燃焼制御装置 




直 

停電安全装置不完全燃焼防止装置消し忘れ消义装置 

巧 



属 



品 

光離媒陈菌脱臭フィルター 


阻アフターサービス 


保証について 


参このコ□ナ石';由フアンヒーターには保証書びついでいます。 

「お買いあけ曰■販売店咨 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 
♦保記期間はお買いあげいただいた曰から1を間です。 

参なのよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんので'ま意しでください。 

• 変質な;由や不純な;由など、またな巧]^外の燃料使庙による故障や事故。 

• 誤った使用ちまじよる故障や事故。 


修理を依頼されるとき 


♦本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま」に7’28ページ）の頂にしたびって調べでも良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連絡ください。 

参ご連給いただきたい内容は巧の通りです。 

こ S 重の呼び 1 保証書をごらんくださぃ。 

♦お買いあげ曰 

• 故障状巧（でさるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所-ご氏名-お電話塞号 
♦修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたびって無料修理させでいただきます。 

参ご不日月な点や修理に関するごホ目談は、お買い求めの販売店かおおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 



■保話期間び過ぎているときは 


参お買いずめの販売店にご相談ください。修理によって使巧でさる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦石;由ファンヒーターのお修巧性能部品（機能を組持するために必要な部品）のな有期間は製造巧ち切りを6年です。 

彦理に出されるとさは 

参輸送時や運搬時に給;由タンク-固定タンク内じな巧び残ったままですと、傾きや振動で灯;由びこぼれることびありますので、 
必す巧さ取っでください。 


点 

巧 

そ 

の 

他 
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